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においても，再発神経芽腫では約 80%に RAS/ERK 経路を活性化させる遺伝子変異が獲得されてい
ることが報告され，これまで有効な治療薬のなかった再発神経芽腫に対して，MEK阻害剤が奏功す
る可能性が示唆された． 
 申請者は，5 種の神経芽腫細胞株を用いて，神経芽腫における MEK 阻害剤(Trametinib)および
RAF/MEK 阻害剤(CH5126766)の抗腫瘍効果について検討した．各薬剤投与後 72hr の cell viability 
assayでは，5 種のうち 2 種の細胞株が両薬剤に感受性を示した．感受性株は，未治療ではウェスタ
ンブロットでリン酸化 ERK陽性であり，薬剤投与によって陰性化することが確認された．リン酸化
ERK 陽性の感受性株は，必ずしも RAS/ERK 経路の構成分子である RAS や RAF に遺伝子変異が同
定される訳ではなく，変異がなくても経路が活性化している細胞株もみられ，より上流の分子の遺
伝子異常などによって活性化されているものと考えられた．リン酸化 ERKは免疫染色でも同定可能
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